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　2010年度の秋季大会は、野口常任理事の司会のもと、
小島副会長からの「企業戦略に基づくICTの活用と、ICT分
野における人材育成が急務となっている」との挨拶で開幕。
京都府副知事の山内修一様より来賓のご挨拶を頂戴した
後、富士通㈱を代表して山本社長が、新しいブランドプロミス
「shaping tomorrow with you」のもと、ICTを使って豊かな
未来を築くことに貢献していきたいと述べられました。
　特別講演は、京都女子大学・准教授の西尾久美子氏に、
記念講演は、元・サッカー日本代表で京都文教大学・客員
教授の釜本邦茂氏にお話いただきました。
　3会場同時進行で行われたセッションの後、懇親会では、
会員同士が親睦を深めるなど、盛況な会となり、次回宮城
開催での再会を呼び掛けあって閉幕しました。

　　　花街の事業システムを企業の視点に置き換えてお話いただいたので
大変わかりやすかったです。特に芸舞妓さんの人材育成プロセスの役割とポ
イントは、企業においても参考になると思います。業界全体で質を保ちながら
存続するこうした文化はさすが、京都。そしてその京都で350年以上にわたっ
て受け継いできたこうしたシステムに大変感心させられました（T.Y）。

（講演録を本号に掲載しています）

西尾 久美子 氏
京都女子大学 准教授

釜本 邦茂  氏
元・サッカー日本代表
京都文教大学 客員教授 

サッカー日本代表にみる
組織とリーダーシップ京都花街の経営学

特別講演富士通 （株）
代表取締役社長　山本 正已

　新年あけましておめでとうございます。
　会員皆様におかれましては、新たな気持ちで新年を迎えられたことと思います。

　2011年が皆様にとって、より素晴らしい年になりますよう、心からお祈り申しあげます。
　さて、ファミリ会は全国11支部ならびにLS研究委員会において、支部や地域特性に合わせた活動
や、ICTの先進活用に関するさまざまな研究活動を推進してまいりました。
　また、春季、秋季の全国行事では、全国から多数の皆様にご参加をいただき、特に京都の秋季大会
は、大会史上最も多い1,000名を超える参加をいただくなど、大変盛況のうちに終了することができました。
これもひとえに会員皆様のご理解とご支援のおかげと感謝申しあげます。
　昨年は日本人のノーベル化学賞受賞や、「はやぶさ」の世界初の快挙など、明るい話題もありました
が、私どもを取り巻く環境は、政治不安に加え、円高、デフレ、雇用問題、外交問題等々、依然として
厳しい状況が続いております。
　一方、企業内部におきましても、クラウドコンピューティングなど進化するICT技術、環境問題、IFRS
等への対応や人材育成等々、さまざまな問題や課題をかかえており、現状の打破、変革、改革の必
要性とともに、ICTの利活用がますます重要になっております。
　われわれファミリ会は、今こそ会のスローガンである「語りあう夢、きそいあう知恵」の精神に立ち返り、
会員相互の人材力を向上し、創意工夫、知恵をもって、ICTの新たな未来を創りあげるときであると考えます。
今年度は特に、支部間連携をさらに密にしながら、多様化、細分化されたニーズに対応する活動を推
進し、会員相互の価値向上を目指して活動を展開してまいります。
　これまで以上にファミリ会の場を大いに活用いただくとともに、2011年も変わらぬご支援、ご協力を賜
りますよう、よろしくお願い申しあげます。

年頭のごあいさつ

新たなICTの未来を創る　

お客様とともに
～shaping tomorrow with you～

FUJITSUファミリ会　会長　
　　　　　　　　岩橋 誠JFEシステムズ（株） 相談役

2010年度 FUJITSUファミリ会

秋季大会
 10月28日（木）、京都市のホテルグランヴィア京都において、2010年度秋季大会が開催されました。全国から1000名を超える会員、関係者が
参加し、講演やセッション、懇親会などが盛大に行われました。

ファミリ会副会長
小島 貞美 氏

富士通㈱ 代表取締役社長
山本 正已 氏

京都府 副知事
山内 修一 氏

　国内外の試合で数々の大記録を達成してきた元・サッカー日本
代表、釜本邦茂氏。現役引退後も、日本のサッカー界、教育界、
そして政界に貢献され続ける中、日本のサッカーは、氏がオリンピッ
クに出場した頃と比べて、本当に強くなったのかと疑問を投げかけ
る。日本のサッカー界の現状や将来をあらためて見つめながら、氏
自身の豊富なご経験や、多くの子供たちを指導しているサッカー教
室でのご体験など、興味深い例を交えながら、強い選手に必要な
もの、強い選手や組織を育てるためのポイントなど、数多くの提言を
いただいた。

　高付加価値、高価格のサービス産業が厳しい状況にある中、
350年以上続く京都の花街では、その伝統を受け継ぐ担い手たち
の人材に事欠かないという。伝統のもてなし産業である京都の花
街が、長きにわたって継続している理由を、即戦力になる芸舞妓
の徹底した教育方法や、「一見さんお断り」という慣行が、実は合
理的な経営方法であることなど、具体例を交えながら語っていた
だいた。さらに、古きよき伝統を守るばかりではなく、「伝統は革新
の積み重ねである」という見解から、伝統のダイナミズムについて
も、京都の現状を例に解説いただいた。

（講演録を次号＜339号＞に掲載予定です）

　あけましておめでとうございます。会員の皆様方には、平素より格別のご高配
を賜り厚く御礼申しあげます。

　昨年は、上期を中心として緩やかな景気回復傾向がみられたものの、円高の進行や国際的な緊張
の高まりなどにより、経営を取り巻く環境は依然として予断を許さない状況です。一方で、新興国の発
展や、地球環境問題への関心の高まりなど、経済活動のパラダイムも変化しつつあります。このような時
代であるからこそ、ＩＣＴを通じて、皆様の競争力強化、そして新たな付加価値実現のお役に立てるよう、
一層の努力をしてまいりたいと存じます。富士通では、「shaping tomorrow with you」 というブランド
プロミスのもと、皆様とともに、豊かで夢のある未来の実現に向けて取り組んでまいりたいと存じます。
　ICTの世界に目を向けますと、クラウドコンピューティングは、想像を超える速さで活用が進んでいま
す。私ども富士通では、既に、サーバ、ネットワーク等のプロダクトから、BPOサービスに至るまで、当社
の垂直統合の強みを活かし、お客様の大切な資産を守る信頼性の高いクラウドを提供しております。
今後、このクラウドは、社会インフラなどに、ますます浸透していきます。そして、さまざまなデジタル機器
やモバイル通信の更なる普及と相まって、人々の行動やさまざまな事象をデジタルなデータとして把握す
ることが可能になります。これらの膨大なデータ解析によって得られる知恵を、物流、エネルギー使用の
最適化、橋や道路等のインフラ保全、健康サービスの提供等に活かすことができます。富士通は、こ
のようなICTの活用によって実現する豊かな社会「インテリジェント・ソサエティ」の創出を中期的なビジョ
ンとして、取り組んでまいります。これは、各業界の皆様にとっては、データを活用した新しいビジネスの
創出を意味するものであり、新たな成長機会になると確信しております。
　今年も、一層のご支援、ご指導、ご鞭撻を賜りますよう、お願い申しあげます。

　　　釜本さんが何度もおっしゃっていた「それぞれの強みを活かす」「個を
大事にする」ということは、部下を管理する日ごろの業務に通じることだと思
います。自分がサッカー好きということもあり、釜本氏から見たワールドカップ
代表選出や采配において数々の英断を下した岡田監督や代表選手のお
話が聴けて面白かったです（H.O）。　　　　

記念講演

ご参加者の声ご参加者の声
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　IT Proが2008年度に実施した「赤字プロジェクトに関する調査」によるデータで、品質・コスト・
納期を担保するPM（プロジェクトマネージャー）が真に育成されていない現状が明らかになった。
1年間の研究活動で開発した、“議論・経験・人に教える”実践力を鍛えることに着目した「真・
PM実践力育成ガイドライン」を紹介。失敗事
例を疑似体験させるマニュアルや、経験を積
むことで思考力を鍛えるダイアリーなど、PM育
成で最も難しい可視化と実践を可能にした画
期的な育成法は、2009年度LS研究委員会
研究分科会で最優秀賞を獲得している。

2010年度 FUJITSUファミリ会

秋季大会
 

プロジェクトマネージャーの実践力の育成方法 ‒ 企業や現場が求める真のPM‒

公益財団法人
サントリー文化財団
上席研究フェロー
佐藤 友美子 氏

セッション

　アナログ世代からデジタル世代へ。選択肢のない時代から選択に迷う時代へ。社会や生活
環境の変化により、世代や男女の間に大きなギャップが生み出されている昨今。世代や性別ご
とに世界観や価値観が異なるのは当然のこと、相手を理解しようとすること、そして「違うから面
白い」と意識を変えることで、新しい関係性が築かれる。たとえ時代が変わっても、「人から認め
られたい」「人の役に立ちたい」「自分の居場所が欲しい」という思いは共通のもの。
　コミュニケーションが不得手で、一人志向が強く見える現代の若者たちが、実は所属志向が
あり、外とのネットワークを持ち、つながりを大切にしている。しかし、彼らは今の社会や会社を自
分たちでは変えられないとも思っている。そうした若者たちに対して、互いに成長するための知
恵の一つとして、年上の世代はもっと信頼し、おせっかいになるべきではないか。
　夫婦の間にも意外に大きなギャップがある。離婚を考えたことがある女性は男性の倍近い。
居心地がいいのは夫といるときより一人のとき。共に生きるためには、連れ添った夫婦であっても

相手を理解しているという思いこ
みを捨て、理解しようとすること、
相手に関心を持ち、互いの世界
を尊重することが大切。
　世代間や男女間のギャップを
超えて、これからの成熟社会を
「共に生きる」ための知恵を、示
唆に富んだ数多くの事例やデー
タを交えて語っていただいた。

「共に生きる」知恵

お客様起点での営業人財育成とプロセス改革 ‒ 富士通の営業改革実践事例‒

下條関西支部長と関西支部の
方々による中締め

地元の皆さんによる「宇治川太鼓」

秋季大会2日目の交流行事では、京都と奈良を存分に満喫しました。

セッション

　　プロジェクトマネージメントにおいて可視化と実践
が一番難しいところ。チェックシートで可視化し、失敗
事例で疑似体験できる点は、大変有効だと思います。
また、成果が一番でやすいのは本人がやる気をもつこ
と。今の時代、まずそのやる気をいかにもってもらうかが
課題です。今後も人材育成のテーマを取り上げてほし
いです（K.Y）。

～LS 研究委員会 ２００９年度研究分科会最優秀賞～

　お客様に訴求する「付加価値」を備えた営業への転換を図るため、富士通では2002年から
さまざまな営業プロセス改革に取り組んでいる。営業で大切なことは、「お客様の気持ちをいか
に引き出すか」ということに尽きる。お客様の心をつかみ、ともに悩み、解決の道を一緒に探る。
それをかたちにして、実践するには、本気でお
客様目線に立てる人づくりが重要である。「人
を育む」を最重要テーマに、富士通㈱が行っ
てきたこれまでのさまざまな試みを、すぐにでも
ビジネスに適用できる実践的なヒントとしてスラ
イドを使い、熱く語った。

　　ホットポジティブ（いわゆる“熱
い”世代）といったお話がありました
が、自分はそうした上司に育ててもら
いました。一方、今自分が後輩を育
てる立場になってみると、少し遠慮し
てしまうことがあります。今回は、若
い世代の考え方の傾向を知ることが
できたので、参考にしながら自分の
中で整理していきたいです（Y.O）。

http://jp.fujitsu.com/family/honbu/family/

eふぁみり もあわせてご覧ください！

踊りや太鼓の動画も掲載！

Ａコース
「京の町家体験と新撰組・坂本龍馬ゆかりの地を訪ねて」
寺田屋にて

Ｂコース 
｢源氏物語の舞台で京の侘び寂びを求めて」
一休寺にて

Ｃコース 
｢平城遷都1300年祭と唐招提寺・薬師寺」
平城宮跡（世界遺産）にて

ゴルフコース
城陽カントリー倶楽部

芸妓さんによる京舞「紅葉売り」

　　営業の業務に携わっているので、富士通さんのお
客様視点の営業というものに興味をもち、このセッショ
ンを選びました。事例などにより部分的でも垣間見るこ
とができ、自分に置き換えて実践していこうと思うヒント
もありました。こうしたお話が聴けるのはファミリ会ならで
はですね。これからも、旬のテーマに沿った内容を企画
していただきたいです（M.I）。

懇親会

京都市長 
門川 大作 氏

富士通㈱ 執行役員副社長
生貝 健二 氏

ファミリ会 会長
岩橋 誠 氏

　　京都、秋、芸舞妓さんということ
で、いつもにも増して盛大な会となっ
ていますね。こうした盛り上がりが、富
士通さんの将来を予感させているので
は!?　特別講演で京都花街のウンチ
クを知り、懇親会では美しい芸舞妓さ
んに会ってお話できる企画は、大成
功だと思います。見学会も満喫したい
と思います（K.T）。

●交流行事
 

京都＆奈良にいってきました ！

2011年開催地東北支部菅原副支部長へ
大会旗リレー

舞妓さんによる京舞「祇園小唄」

芸舞妓さんがお出迎え

富士通㈱
マーケティング本部

ビジネスプロセス統括部
プロジェクト統括部長
佐藤 芳男 氏

ハマゴムエイコム㈱
SAPソリューション部グループリーダー

第一生命情報システム㈱
保険システム部コンサルタント 
久保寺 義一 氏

松﨑 博 氏

セッション

セッション

ご参加者の声

ご参加者の声

ご参加者の声

ご参加者の声

皆忙しそうで、飲み会がない。
気軽に相談できる場が欲しい。

他の人がどんな仕事をしているか
知りたい。

怒ってくれる先輩がいない。

若手会社員の声

若手会社員の声と期待
若手会社員が期待している姿

なんとなく全体的に元気がない。

ロールモデルになるような「メン
ター」が欲しい。

メールのやり取りが多く、部署の
人と直接話す機会がない。

Cf
人事の巡回

Cf
社内バー
「社員総会」

会社

部署
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に引き出すか」ということに尽きる。お客様の心をつかみ、ともに悩み、解決の道を一緒に探る。
それをかたちにして、実践するには、本気でお
客様目線に立てる人づくりが重要である。「人
を育む」を最重要テーマに、富士通㈱が行っ
てきたこれまでのさまざまな試みを、すぐにでも
ビジネスに適用できる実践的なヒントとしてスラ
イドを使い、熱く語った。

　　ホットポジティブ（いわゆる“熱
い”世代）といったお話がありました
が、自分はそうした上司に育ててもら
いました。一方、今自分が後輩を育
てる立場になってみると、少し遠慮し
てしまうことがあります。今回は、若
い世代の考え方の傾向を知ることが
できたので、参考にしながら自分の
中で整理していきたいです（Y.O）。

http://jp.fujitsu.com/family/honbu/family/

eふぁみり もあわせてご覧ください！

踊りや太鼓の動画も掲載！

Ａコース
「京の町家体験と新撰組・坂本龍馬ゆかりの地を訪ねて」
寺田屋にて

Ｂコース 
｢源氏物語の舞台で京の侘び寂びを求めて」
一休寺にて

Ｃコース 
｢平城遷都1300年祭と唐招提寺・薬師寺」
平城宮跡（世界遺産）にて

ゴルフコース
城陽カントリー倶楽部

芸妓さんによる京舞「紅葉売り」

　　営業の業務に携わっているので、富士通さんのお
客様視点の営業というものに興味をもち、このセッショ
ンを選びました。事例などにより部分的でも垣間見るこ
とができ、自分に置き換えて実践していこうと思うヒント
もありました。こうしたお話が聴けるのはファミリ会ならで
はですね。これからも、旬のテーマに沿った内容を企画
していただきたいです（M.I）。

懇親会

京都市長 
門川 大作 氏

富士通㈱ 執行役員副社長
生貝 健二 氏

ファミリ会 会長
岩橋 誠 氏

　　京都、秋、芸舞妓さんということ
で、いつもにも増して盛大な会となっ
ていますね。こうした盛り上がりが、富
士通さんの将来を予感させているので
は!?　特別講演で京都花街のウンチ
クを知り、懇親会では美しい芸舞妓さ
んに会ってお話できる企画は、大成
功だと思います。見学会も満喫したい
と思います（K.T）。

●交流行事
 

京都＆奈良にいってきました ！

2011年開催地東北支部菅原副支部長へ
大会旗リレー

舞妓さんによる京舞「祇園小唄」

芸舞妓さんがお出迎え

富士通㈱
マーケティング本部

ビジネスプロセス統括部
プロジェクト統括部長
佐藤 芳男 氏

ハマゴムエイコム㈱
SAPソリューション部グループリーダー

第一生命情報システム㈱
保険システム部コンサルタント 
久保寺 義一 氏

松﨑 博 氏

セッション

セッション

ご参加者の声

ご参加者の声

ご参加者の声

ご参加者の声

皆忙しそうで、飲み会がない。
気軽に相談できる場が欲しい。

他の人がどんな仕事をしているか
知りたい。

怒ってくれる先輩がいない。

若手会社員の声

若手会社員の声と期待
若手会社員が期待している姿

なんとなく全体的に元気がない。

ロールモデルになるような「メン
ター」が欲しい。

メールのやり取りが多く、部署の
人と直接話す機会がない。

Cf
人事の巡回

Cf
社内バー
「社員総会」

会社

部署
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